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平
成
２３
年
度
決
算
の
概
要
》

一一
般般
会会
計計

平
成
２３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
予
算

で
歳
入
歳
出
と
も
２
０
３
億
４,
０
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
６
回
の
補
正
を
行
い
、

最
終
予
算
額
は
２
０
４
億
８,
０
７
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
２２
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
事

業
費
が
５
億
４
３
３
万
４
千
円
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
加
え
る
と
、
最
終
的
に
２
０
９
億
８,
５

１
１
万
４
千
円
の
予
算
現
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
に
対
す
る
決
算
額
は
、
歳
入
２
０
６

億
３,
４
２
９
万
５
千
円
、
歳
出
１
９
９
億
４,

０
９
１
万
４
千
円
で
、
差
し
引
き
６
億
９,
３
３

８
万
１
千
円
の
形
式
収
支
と
な
り
、
こ
の
う
ち
平

成
２４
年
度
へ
継
続
事
業
分
と
し
て
繰
り
越
す
財
源

５,
７
０
５
万
４
千
円
を
差
し
引
き
、
６
億
３,

６
３
２
万
７
千
円
の
実
質
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

特特
別別
会会
計計

特
別
会
計
と
は
、
国
民
健
康
保
険
や
公

共
下
水
道
事
業
な
ど
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
、一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
さ
れ
る

会
計
で
す
。
五
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
額

は
歳
入
１
３
９
億
８,
２
３
７
万
４
千
円
、

歳
出
１
３
４
億
２,
３
９
１
万
８
千
円
で

あ
り
、
差
し
引
き
５
億
５,
８
４
５
万
６

千
円
の
形
式
収
支
と
な
り
ま
し
た
。
会
計

別
の
決
算
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

内
訳
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
市
税
で
、

歳
入
全
体
の
約
４９
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
以
下
、
国
庫
支
出
金

（
国
が
市
町
村
に
使
い
み
ち
を

特
定
し
て
、
負
担
金
、
補
助
金

な
ど
の
名
称
で
交
付
す
る
）、

市
債
（
あ
る
仕
事
を
す
る
た
め

に
市
町
村
が
す
る
借
金
で
、
返

済
が
複
数
年
度
の
も
の
）、
地

方
交
付
税
（
国
税
の
う
ち
所
得

税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税

及
び
た
ば
こ
税
の
そ
れ
ぞ
れ
一

定
割
合
額
を
国
が
交
付
す
る
）、

県
支
出
金
（
県
が
市
町
村
に
使

い
み
ち
を
特
定
し
て
、
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
の
名
称
で
交
付
す

る
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律」により、
平成２３年度決算に基づき算定
された財政の健全化判断比率
及び資金不足比率について、
次のとおりお知らせします。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、
資金不足比率は、赤字額や資金不
足額が生じない場合は数値ではな
く、「―」で表示されます。

歳
出

内
訳
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。（
左
欄

は
支
出
総
額
、
右
欄
は
市
民
１
人
当
た
り

の
金
額
）

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
民
生
費
（
社
会
福

祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費
）、
次
に
、

総
務
費
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
、
市
民
安

全
対
策
な
ど
に
関
す
る
経
費
）
や
土
木
費

（
道
路
、
土
地
区
画
整
理
や
公
園
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
を
行
う
た
め
の
経
費
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�実質赤字比率
一般会計（主に税金を活用して行う福祉、道路、教育などの
事業）における赤字の大きさを示しています。黒字の場合は、
「－」で表示します。
�連結実質赤字比率
市全体の赤字の大きさを示しています。黒字の場合は、「－」
で表示します。市全体の財政状況を判断することが出来ます。
�実質公債費比率
市全体の借入金などの今年の返済額の大きさを示しています。
家計に例えると、収入のうち借金の返済にどの程度充ててい
るかを表すものです。
�将来負担比率
借入金の残高など今後支払わなければならないものの大きさ
を示しています。家計に例えると、借金などの負債が標準的
な年収の何年分あるのかを表しています。

�資金不足比率
公営企業（桶川市は、公共下水道事業特別会計が該当し
ます。）の資金不足額の事業規模に対する比率です。資
金不足がない場合は、「－」で表示します。
�早期健全化基準
財政状態として注意が必要な基準。健全化判断比率の１
つでも早期健全化基準を上回ると、議会の議決を経て財
政健全化計画の策定が義務付けられます。
�財政再生基準
市としての再生が必要な基準。財政再生基準を上回ると、議
会の議決を経て財政再生計画の策定が義務付けられます。
	経営健全化基準
早期健全化基準に相当するもので、公営企業の資金不足
比率がこの基準を上回ると、経営健全化計画の策定が義
務付けられます。

決算額（千円）

１０，１９３，８００

３，０４０，９８０

１，９５８，２８８

１，９３１，４１４

１，０３３，５０３

６０８，２５１

４３０，３７３

５４５，３０５

２１３，９６２

４４，０４９

１８３，６４１

１８７，４３０

１２４，５５８

３１，０６６

４２，０８４

２４，８７８

１９，４２２

１２，３６２

４，８１４

４，１１５

２０，６３４，２９５

一般会計歳入決算
区 分

市 税

国 庫 支 出 金

市 債

地 方 交 付 税

県 支 出 金

地 方 消 費 税 交 付 金

諸 収 入

繰 越 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財 産 収 入

地 方 譲 与 税

分 担 金 及 び 負 担 金

地 方 特 例 交 付 金

繰 入 金

自動車取得税交付金

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

交通安全対策特別交付金

株式等譲渡所得割交付金

寄 附 金

合 計

市民１人あ
たりに使わ
れた額（円）

３，３５５

１，６８３

２，２９７

１，２７２

３１１

２６３，０１７

決算額
（千円）

２５４，３２７

１２７，６１１

１７４，１６４

９６，４５８

２３，５５７

１９，９４０，９１４

区 分

議 会 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

災害復旧費

合 計

市民１人あ
たりに使わ
れた額（円）

９４，０８２

３７，５０９

３４，４１８

２９，６４９

２５，２９９

２０，３２８

１２，８１５

決算額
（千円）

７，１３２，９０６

２，８４３，７４８

２，６０９，３９８

２，２４７，８６０

１，９１８，０６４

１，５４１，２１７

９７１，６０４

区 分

民 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

軽自動車税

８３，２２６千円
１，０９８円

特別土地保有税

０千円
０円

都市計画税は、都市計画事業などの費用に充てることを目的とした市税で、市街化区域内の
土地・家屋に対して課税されています。
平成２３年度は、市内で実施されている都市計画道路整備事業、土地区画整理事業、公共下水
道整備事業などに使われました。

固定資産税

４，２３０，２８８千円
５５，７９７円

都市計画税

７３２，６１３千円
９，６６３円

市 民 税

４，６８３，８７８千円
６１，７８０円

市たばこ税

４６３，７９５千円
６，１１７円

市 税

１０，１９３，８００千円

１３４，４５４円

一般会計歳出決算

一般会計における市民の税負担状況
平成２４年３月３１日現在 人口７５，８１６人

ここここここここここここここここここここここここここここ
のののののののののののののののののののののののののののの
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううう
にににににににににににににににににににににににににににに

使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
わ
れ
方
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
毎
年
７
月
と
１２
月
に
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２３
年
度
決
算
の
概
要
と

平
成
２４
年
度
上
半
期
（
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０

日
ま
で
）
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
�
財
政
課

※上段は収入総額、下段は市民１人あたりの負担額

歳入歳出差引

４５４，１５５

４３，０２１

５８，３９６

２，８８４

５５８，４５６

歳 出

７，５７３，３４１

１，８６１，３２３

３，３４９，９８２

６３９，２７２

１３，４２３，９１８

歳 入

８，０２７，４９６

１，９０４，３４４

３，４０８，３７８

６４２，１５６

１３，９８２，３７４

予算現額

７，８５５，２６５

１，９２２，４２９

３，４２９，０９６

６４９，８００

１３，８５６，５９０

区 分

国民健康保険
特 別 会 計

公共下水道事業
特 別 会 計

介 護 保 険
特 別 会 計

後期高齢者医療
特 別 会 計

合 計

（単位：千円）特別会計歳入歳出決算

区 分 土地（
） 建物（
）

庁 舎 ２，９９０．５７ ５，３１３．９７

その他の

公用財産

消 防 施 設 ９３０．４５ ５９４．１９

その他の施設 ４１，８８３．００ ５，７２９．３８

公 共 用

財 産

学 校 ２４６，９８３．９７ ８０，２８７．５９

公 園 ２０６，０３７．５３ ６６４．９４

その他の施設 １７９，５２０．６２ ３９，４７８．０２

普 通 財 産 １５３，５５１．５１ ２，５７２．９８

合 計 ８３１，８９７．６５ １３４，６４１．０７

（平成２４年３月３１日現在）公有財産

１．健全化判断比率

区 分 桶 川 市 �早期健全化基準 �財政再生基準

�実質赤字比率 ― １２．９３％ ２０．０％

�連結実質赤字比率 ― １７．９３％ ３０．０％

�実質公債費比率 ８．２％ ２５．０％ ３５．０％

�将来負担比率 ４４．６％ ３５０．０％

２．資金不足比率（公営企業会計）

区 分 会 計 名 桶 川 市 	経営健全化基準

�資金不足比率 公共下水道事業
特 別 会 計

― ２０．０％

用
語
の
説
明

財財政政のの健健全全化化判判断断比比率率及及びび資資金金不不足足比比率率をを公公表表ししまますす

地方債（未償還元金）現在高

財
政
状
況
の
公
表

平
成
２３
年
度

決決

算算

２０１２．１２ 22２０１２．１２33
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● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● バランスシートを作成しました
市では、平成２３年度の決算に基づき、これまでの市の行政活動によってどれだけの資産（道路や学校などの

施設や土地等）を形成し、今後どれだけの債務（借金等）を負担していかなければならないのかを表したバラ
ンスシート（貸借対照表）を作成しました。
対象としたのは、平成２３年度の普通会計であり、国民健康保険や下水道など特定の収入で特定の支出を賄う

特別会計を除いています。
作成基準日は、平成２３年度会計の末日である平成２４年３月３１日とし、左側には市が所有している資産を、右

側には市が将来返済すべき負債をそれぞれ記入し、その差額（資産－負債）を純資産として、負債の下に記載
しています。

上
半
期
に
は
、
日
出
谷
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
運
営
事
業
、
西
側
大
通
り
線
整

備
事
業
、
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置
費
補
助
金
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。問

合
せ
�
財
政
課

総

括「
資
産
」
は
、
約
８
２
２
億
円
で
、
こ
れ

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
将
来
返
済
が
必
要

な
「
負
債
」
が
約
２
４
６
億
円
、
返
済
を
要

し
な
い
「
純
資
産
」
が
約
５
７
６
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。「
資
産
」
に
対
す
る
割
合
は

「
負
債
」
が
約
３
割
、「
純
資
産
」
が
約
７
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
道
路
な
ど
の
社

会
資
本
を
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
し
て
い

る
割
合
が
約
７
割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資

産こ
れ
ま
で
に
市
が
取
得
・
整
備
し
て
き
た

土
地
や
施
設
、
現
金
や
預
金
な
ど
の
資
産
の

状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の

財
産
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

負

債将
来
に
わ
た
っ
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
地
方
債
（
市
の
借
金
）
な
ど
の
負
債
を

表
し
て
い
ま
す
。
負
債
は
、
平
成
２５
年
度
以

降
に
支
払
う
固
定
負
債
と
平
成
２４
年
度
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
流
動
負
債
を
合
せ

て
約
２
４
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

純
資
産資

産
を
形
成
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金

の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん
が
負
担
し
、

将
来
返
済
の
必
要
が
な
い
お
金
を
表
し
て
い

ま
す
。
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る

国
県
支
出
金
等
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
の
一
般
財
源
等

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

注

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
「
総
務
省
方
式

改
訂
モ
デ
ル
」
に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。

資産（将来の世代に残る財産）
市民一人当たり残高（円）

４７２，９８０

２８６，４３２

１７，６８０

３０，９６２

２３，６６０

３，８３２

１４４，０６２

１１２

９７９，７２１

３，７７５

２２，９１６

４７，９６７

２，３６８

７７，０２６

１７，９４４

９，１４６

２７，０９０

７６９

２７，８５９

１，０８４，６０６

残高

３５，８５９，４４４

２１，７１６，１６２

１，３４０，３９９

２，３４７，４１２

１，７９３，７９７

２９０，５５９

１０，９２２，２４２

８，５００

７４，２７８，５１５

２８６，１９４

１，７３７，３７２

３，６３６，７０１

１７９，５５４

５，８３９，８２１

１，３６０，４３９

６９３，３８１

２，０５３，８２０

５８，３２１

２，１１２，１４１

８２，２３０，４７７

１．公共資産

�生活インフラ
�教育
�福祉
�環境衛生
�産業振興
�消防
�総務
	その他
公共資産合計

２．投資等

�投資及び出資金
�貸付金
�基金等
�長期延滞債権
投資等合計

３．流動資産

�現金預金

財政調整基金
�歳計現金
現金預金計

�未収金
流動資産合計

資産合計

負債（将来の世代が負担する債務で、今後支払が見込まれる金額）
残高 市民一人当たり残高（円）

１．固定負債

�地方債 １８，２９３，８２３ ２４１，２９２

�長期未払金 ８２２，９０３ １０，８５４

�退職給与引当金 ３，４９５，４９６ ４６，１０５

固定負債合計 ２２，６１２，２２２ ２９８，２５１

２．流動負債

�翌年度償還予定地方債 １，７９９，５７７ ２３，７３６

�未払金 １６，３３１ ２１５

�賞与引当金 １９０，２９０ ２，５１０

流動負債合計 ２，００６，１９８ ２６，４６１

負債合計 ２４，６１８，４２０ ３２４，７１３

純資産（資産形成のため調達した資金で、返済の必要がないもの）

１．国県支出金等 １２，４９５，４６６ １６４，８１３

２．一般財源等 ４５，１１６，５９１ ５９５，０８０

純資産合計 ５７，６１２，０５７ ７５９，８９３

負債・純資産合計 ８２，２３０，４７７ １，０８４，６０６

注）数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、
合計と一致しないことがあります。

バランスシート（平成２４年３月３１日現在）人口７５，８１６人（単位：千円）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

平
成
２４
年
度

上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

平成２４年度 上半期特別会計歳入歳出状況

歳 出
区 分 予算現額（千円） 上半期支出済額（千円） 執行率（％）

議 会 費 ２３４，４３９ １１８，５１７ ５０．６

総 務 費 ２，５２８，７７４ １，１１０，０５７ ４３．９

民 生 費 ７，９６１，２６５ ２，９６９，１０９ ３７．３

衛 生 費 １，６８３，０４２ ６１１，８６８ ３６．４

労 働 費 １１１，５７４ ９４，８２８ ８５．０

農 林 水 産 業 費 １５０，８９７ ４８，５０５ ３２．１

商 工 費 １１８，６４１ ５４，２１１ ４５．７

土 木 費 ２，６６２，８０９ ５３６，７１８ ２０．２

消 防 費 １，０２０，４７６ ４６３，４６９ ４５．４

教 育 費 １，９６４，９１７ ７４２，８２１ ３７．８

災 害 復 旧 費 ２１，６２１ ２１，６０８ ９９．９

公 債 費 ２，０９２，２９０ ９３４，８００ ４４．７

諸 支 出 金 １ ０ ０．０

予 備 費 ２８，２２６ ０ ０．０

合 計 ２０，５７８，９７２ ７，７０６，５１１ ３７．４

平成２４年度上半期 一般会計歳入歳出状況

歳 入
区 分 予算現額（千円） 上半期収入済額（千円） 収入率（％）

市 税 ９，７８６，１９８ ４，７０２，６１５ ４８．１

地 方 譲 与 税 １７８，０００ ５２，８７８ ２９．７

利 子 割 交 付 金 ２２，０００ １０，２３８ ４６．５

配 当 割 交 付 金 １８，０００ ５，９９８ ３３．３

株式等譲渡所得割交付金 ５，０００ ０ ０．０

地 方 消 費 税 交 付 金 ５９０，０００ ３４０，６２８ ５７．７

自動車取得税交付金 ５５，０００ ２６，４７７ ４８．１

地 方 特 例 交 付 金 ６０，４３１ ６０，４３１ １００．０

地 方 交 付 税 １，９３５，７１５ １，３１５，９０２ ６８．０

交通安全対策特別交付金 １２，５４７ ６，５２６ ５２．０

分 担 金 及 び 負 担 金 ２１６，５８４ ８５，７１０ ３９．６

使 用 料 及 び 手 数 料 ２０９，２２７ １３０，０５８ ６２．２

国 庫 支 出 金 ２，８３６，０４７ １，２１７，３８８ ４２．９

県 支 出 金 １，２６７，３３９ １９４，５３９ １５．４

財 産 収 入 ３２，４８２ ５，１２２ １５．８

寄 附 金 ３２ ２００ ６２５．０

繰 入 金 １２，１４４ ０ ０．０

繰 越 金 ３７５，２１７ ３７５，２１７ １００．０

諸 収 入 ４６６，８０２ １７４，０９２ ３７．３

市 債 ２，５００，２０７ １，１００ ０．０

合 計 ２０，５７８，９７２ ８，７０５，１１９ ４２．３

会 計 名 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

国民健康保険特別会計 ８，４５０，３３３ ３，２８０，７３６ ３８．８ ３，７４６，９２９ ４４．３

公共下水道事業特別会計 １，８４５，３４５ ２９５，６９０ １６．０ ６８２，４４７ ３７．０

介 護 保 険 特 別 会 計 ３，９０９，６５０ １，４３１，６８２ ３６．６ １，５２３，５８９ ３９．０

後期高齢者医療特別会計 ７３０，２０３ ２２７，９８１ ３１．２ ２２５，１３９ ３０．８

合 計 １４，９３５，５３１ ５，２３６，０８９ ３５．１ ６，１７８，１０４ ４１．４

これまでに道
路や公園、学
校などを建設
するための財
源として、市
が国や銀行な
どから借りて
いるお金の残
高です。

年度末に在職
する職員が全
員退職（年度
末に実際に退
職した職員を
除く）した場
合の退職金の
推計値です。

これまでに道
路や公園、学
校などを建設
するために使
ったお金のう
ち、国や県か
ら補助金とし
てもらったも
のや、税金な
どの市のお金
の総額です。

道路、学校、
公園など建設
的な事業に使
われたお金の
総額です。建
物などは減価
償却（価値を
見直す）をし
ています。土
地は、買った
時の価格で計
上しています。

現金などのほ
か、必要なと
きにすぐに現
金化できる基
金や市税など
市に収めても
らうお金のう
ちまだ収入さ
れていないも
のです。

けやき文化財
団、桶川市施
設管理公社な
ど関係団体へ
の出資金や庁
舎建設などの
特定の目的の
ために積み立
てている資金
です。
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年末年始の業務のお知らせ年年末末年年始始のの業業務務ののおお知知ららせせ
市役所などでは、例年どおり年末から年始にかけてお休みとなります。
年末には、事務も大変混雑しますので、ご用のある方は早めに済ませていただくよう、ご協力を

お願いします。

年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り

し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ
い
て
は
、
年
内
は
１２
月
２８
日
�
ま
で
行
い
、
年
明
け
は
、

１
月
４
日
�
か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

※
年
内
に
臨
時
の
汲
み
取
り
が
必
要
な
家
庭
は
、１２
月
２８
日
�
午
前
中
ま
で
に
、市

の
委
託
業
者
で
あ
る
青
木
清
掃
�
�
７７５
�
１
５
５
１
へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※年末の環境センターへのごみの搬入は、１２月２８日までです。

※ごみは朝８時までに出しましょう。
※買い物はマイバックを使用しましょう。※レジ袋はごみ袋として使用できません。

その他

１２
１０

金属・ガラス・
乾電池

１４・２８
３・１７

プラスチック

４・１１・１８・２６
６・１３・２０・２７

紙製の容器と
包装紙

７・２１
５・１９

古着・新聞紙・雑誌・
ダンボール・紙パック

１・１５
８・２２

燃やせるごみ

３・６・１０・１３・１７・２０・２５・２７・２９
４・７・１１・１４・１８・２１・２６・２８・３０

１２月のごみ収集日程表

高崎線東側

高崎線西側

問合せ�環境センター（リサイクル推進課）�７２８－１９０２

●１２月３１日から翌年１月

３日までの期間は、収集

業務は休みとなります。

●ゴミは計画的に出し、

年末年始に集中しない

ようにご協力をお願い

します。

●ゴミを出す前に分別表

をよく見て、決められ

たものを決められた日

に出してください。

JR高崎線の西側地区

翌年の初日

１月５日�

１月１０日�

１月７日�

１月２１日�

１月１２日�

１月４日�

本年の最終日

１２月３０日�

１２月２７日�

１２月１７日�

１２月１０日�

１２月２２日�

１２月１９日	

JR高崎線の東側地区

翌年の初日

１月４日�

１月８日


１月１１日�

１月２３日	

１月５日�

１月９日	

年末年始のごみ収集業務のお知らせ

本年の最終日

１２月２９日�

１２月２６日	

１２月２８日�

１２月１２日	

１２月１５日�

１２月２１日�

区 分

燃 や せ る ご み

プ ラ ス チ ッ ク ご み

金属・ガラス・乾電池ごみ

そ の 他 の ご み

古着・新聞紙・雑誌・
ダンボール・紙パック

紙製の容器と包装紙

年末年始の施設の休業日
施 設 名 休業日・休館日 問 合 せ

市 役 所 １２月２９日�～平成２５年１月３日� 総務課 �７８６－３２１１

公 民 館 １２月２９日�～平成２５年１月３日� 桶川公民館 �７７２－３８８８

図書館 市立図書館
駅西口図書館
川田谷分室

１２月２８日�～平成２５年１月４日�
※本の返却は、ブックポストをご利用く
ださい。ただし、CDの返却は、直接
窓口へお願いします。

市立図書館 �７７１－０３０３
駅西口図書館

�７８６－６３５３

サ ン ・ ア リ ー ナ
総 合 運 動 場
舎人スポーツ・パーク
新小針領家グラウンド

１２月２９日�～平成２５年１月３日�
※受付も休業となりますので早めの手続
きにご協力をお願いします。
なお、平成２５年３月２９日�～３１日�分
の予約受付開始日は年内の１２月２８日�、
平成２５年４月１日�～３日	分の予約
受付開始日は翌年１月４日�となります。

�桶川市施設管理公社
（サン・アリーナ内）

�７８７－５１１１
舎人スポーツ・パーク

�７２８－７５１０

勤労青少年ホーム
（さくらフレンド）

１２月２９日�～平成２５年１月３日� 勤労青少年ホーム
�７２８－３３９３

老人福祉センター １２月２９日�～平成２５年１月３日� 老人福祉センター
�７２８－１１２２

施 設 名 １２月・年末年始の休館日 問 合 せ

市 民 ホ ー ル ３日�・１０日�・１７日�・２５日
・２９日�
～平成２５年１月３日�

�けやき文化財団管理課
�７８９－１１１３さ い た ま 文 学 館

べに花ふるさと館 ３日�・１０日�・１７日�・２５日
・２９日�
～平成２５年１月３日�

べに花ふるさと館
�７２９－１６１１


